
６月23日から６月29日は
男女共同参画週間です

可能性を信じ、私たち一人ひとりの個性と多様性を尊重し、前向きに生きがいを感じられ
る社会を実現していくためには？
男女共同参画社会の実現のために、男女共同参画週間のこの時期に、男女のパートナー
シップについて考えてみませんか。



 「男女共同参画社会」って何だろう？

• 性別にかかわりなく、一人ひとりの人権を尊重しよう男女の人権の尊重

• 「リーダーは男、家事は女」などの固定観念を考え直そう

社会における制度または慣行についての配慮

• 男女が対等なパートナーとして政策などを決定できるようにしよう

政策等の立案及び決定への共同参画

• 男女が互いに協力して家庭生活を営み、仕事や地域活動に取り組もう

家庭生活における活動と他の活動の両立

• ほかの国々と協調して男女共同参画社会を形成しよう

国際的協調

平成11年に「男女共同参画社会基本法」が交付され、次の５つの柱（基本理念）が掲げられました。



「男女共同参画社会」ってどんな社会？

男性も女性も、意欲に応じて、あらゆる分野で活躍できる社会

職場に活気 家庭生活の充実 地域力の向上

一人ひとりの豊かな人生
仕事、家庭、地域活動など多様な活動を
自らの希望に沿った形で展開でき、

男女がともに夢や希望を実現



なぜ、「男女共同参画社会」が必要なの？
男女共同参画社会基本法には、「少子高齢化の進展、国内経済活動の成
熟化等、我が国の社会経済情勢の急速な変化に対応していく上で、男女
が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりな
く、その個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の
実現は、緊要な課題となっている。」と書かれています。つまり、

「これからも日本が健全に進んでいくため、男女共同参画社会が必要」

と言えるのではないでしょうか。

○私たち一人ひとりが自分らしく生きること
「男だから」「女だから」という性別役割分担意識は、固定観念
となり、自分らしい生き方を狭めてしまう場合があります。

性別に捉われず、それぞれが得意な分野で活躍し、一人ひとりが
能力を発揮することが、輝く未来をつくることに繋がります。



筑西市の取り組みは？
日本百名山の一つ筑波山が一番見えるまち筑西市

その優雅な山容に抱かれながら

先人たちは豊かな郷土を築き

誇り高い文化を育んできました

わたしたちはその意思を受け継ぎ

男女一人一人が

互いの人権を尊重し 互いの個性や能力を認め

共に助け合い 共に輝く社会の実現をめざして

ここに「男女共同参画都市」となることを宣言します

筑西市は、平成23年11月に男女共同参画都市を宣言しました



男女の地位が平等と思う人の割合
  平成25年 平成30年   令和７年

◇家庭生活

◇地域活動

◇政治活動
筑西市男女共同参画に関する市民意識調査より

これは、筑西市が行った調査結果です。

平等だと思う人の割合は前回から増加傾向にあります。

これから男女がもっと平等になるためには何が必要なのでしょう？

18.2％ 13.1％ 18.5％

24.9％ 24.0％ 27.2％

17.2％ 11.9％ 16.1％



ジェンダーってなに？
ところで、最近よく耳にする「ジェンダー」とは何でしょう？

生まれ持った性別（生物学的性差/sex)に対し、社会的・文化的
に作り上げられた性別をジェンダー（gender）と言います（人間開

発報告書1995/国連開発計画）。

・男の子は黒いランドセル、女の子は赤いランドセル

・男は仕事、女は家庭

このような無意識に抱くイメージや役割は、生まれ持ったもので
はなく作り上げられたものです。

「男らしさ」や「女らしさ」に縛られることなく、一人ひとりが
好きなことや得意なことを自由に表現することが「ジェンダー平
等」に繋がるのではないでしょうか？



男女共同参画社会の実現のために

「男は仕事、女は家庭」という固定的性別役割分担意識を解消
し、一人ひとりがお互いを尊重して、性別ではなく個性や能力
を認め合う意識づくりが重要です。

料理の苦手な女性もいるし、片付けが得意な男性もいる。

地図の読めない男性もいるし、機械が好きな女性もいる。

男性と女性という性別で役割をひとくくりにすることは簡単で
すが、性格や能力を性別でひとくくりにすることはできません。

家庭で、地域で、職場で、学校で、あなたの隣の人はどうして
いますか？この機会に、男女のパートナーシップを見つめ直し
てみましょう。



LGBTQ（性的マイノリティ）とは

• LGBTQってなんだろう。

人間をはじめとして生物は、遺伝子のつくりにより生まれた時に「オ
ス(男性)」と「メス（女性）」に分かれます。これは「身体的な性」です。

自分で自分のことを「男性」と思うか「女性」と思うかという性別を
「性自認」といって、体のつくりと気持ちがいっしょの場合もそうでな
い場合もあります。

この世界にいるのは男と女だけではありません。さまざま人が個性と
能力を十分に発揮し、喜びと責任を分かち合うことができる社会が求め
られています。

ＬＧＢＴＱ：英語のレズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダー、クエスチョニン
グ・クィアの頭文字をとった言葉



LGBTQの人の人権は守られているか

筑西市がＬＧＢＴＱの人権が
尊重され、差別を受けることの
ない社会になっているかを調べ
たところ、市内の中学生の男女
とも、「そう思う」と「そう思
わない」がほぼ同率でした。

どうすれば皆が幸せに暮らせる
か考えてみませんか。

筑西市男女共同参画に関する市民意識調査より

凡例（はんれい）

11.2%

23.5%

20.7%

14.3%

30.3%

7.5%

30.1%

27.5%

13.1%

21.9%

R７
中学生
男子

R７
中学生
女子

そう思う
３４．７％

そう思わない
３５．０％

そう思わない
40.6％

そう思う
37.6％

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

凡例（はんれい）






	スライド 1: ６月23日から６月29日は 男女共同参画週間です
	スライド 2: 　 「男女共同参画社会」って何だろう？
	スライド 3: 「男女共同参画社会」ってどんな社会？
	スライド 4: なぜ、「男女共同参画社会」が必要なの？
	スライド 5: 筑西市の取り組みは？
	スライド 6: 男女の地位が平等と思う人の割合
	スライド 7: ジェンダーってなに？
	スライド 8: 男女共同参画社会の実現のために
	スライド 9: LGBTQ（性的マイノリティ）とは
	スライド 10: LGBTQの人の人権は守られているか
	スライド 11
	スライド 12

